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自己決定権 
 

"我々は、民族の自決権の結果として、全ドイツ人を一つの大ドイツに統

一することを要求する" 

 

国家社会主義党は、民族の自決権を公言している。これは人間の生物学的

本性に由来する：  

 

自然は多様な人種や民族を生み出した。この多様性は保護されなければな

らない。なぜなら、それによって生命そのものを保護し、促進することが

できるからである。自然保護とは、絶滅種や絶滅危惧種の動植物を保護す

ることだけでなく、自然に進化した人種や民族を保護することも意味す

る。私たち人間もまた自然の一部なのだ！  
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しかし、民族は自由な民族としてのみ生存し、発展することができる。民

族は、自分たちの生活空間において、自分たちの運命を自由に決定するこ

とができる：健康で自然な環境の中で、自由で誇り高く健康な民族は、そ

のヴェルキッシュな生活の中で4つの自由を実現する： 
 

* 国民経済の自由 

* 国内裁判権の自由 

* 人民防衛の自由 

* 国民文化の自由 
 

民族の自決権は、その民族の構成員が、閉鎖的な居住区において、自らの

民族的運命を自ら決定し、4つの自由を実現したときに実現する！ 

 

人民とは、共通の言語、文化、歴史によって結ばれた、同じ血を引く人々

の共同体を意味する。そのような人民には自決権がある。しかし、この闘

争と淘汰の世界におけるあらゆる権利と同様に、この権利は人の膝の上に

降ってくるものではない！人民の自由のためには、人民の構成員が生物学

的に国家共同体の一員であるだけでは不十分である。自らを肯定する民族

だけが国家となり、国家だけが自決権のために戦い、自由を守ることがで

きるのだ！  
 

だからこそ、国家社会主義党は国民政党なのだ。人民の共同体への意志を

目覚めさせ、人民（国家）の意志の共同体のために戦うのだ。 
 

これに基づいて、国家社会党はドイツ民族の自決権を求めて戦う。これ

は、中欧の共通の生活空間に住むすべてのドイツ人の自発的な統一を通じ

て行われる。これはまず第一に、わが民族の魂のための闘いであり、民族

意志の再覚醒のための闘いである。国家の秩序問題や国境問題に成功の見

込みをもって取り組む前に、全ドイツ人の意志的統一が達成されなければ

ならない！ 
 

NSDAPは、ヨーロッパの国境に関係なく、一緒に定住するすべてのドイ

ツ人のために、当初は自発的に、この結合を目指した。歴史が教えてくれ

るように、ドイツの国民国家は、ヨーロッパにとって弱すぎると同時に強



3 

すぎる。  
 

つまり、すべてのドイツ人を共同体への意志で満たし、この人民の共同体

に4つの民族的自由を回復することである。このことに、闘争と教育とい

う内なる民族的使命を見出している！ 
 
 

2  

正当平和秩序 
 

「他国に対するドイツ国民の平等な権利を要求する。ヴェルサリスとサン

ジェルマンの講和条約の破棄" 

 

大ドイツ国家の建設は、すべてのドイツ人を進んで団結させるという問題

だけではない。それは、公正な平和秩序の問題とも深く関わっている：  
 

20世紀に起こった2つのヨーロッパ内戦は、ヨーロッパの世界権力を破壊

し、わが大陸を多かれ少なかれ無力で無力な保護国として外国の列強に引

き渡した。これらの自殺的な内戦はドイツを滅ぼしただけでなく、最終的

にはすべてのヨーロッパ列強が、自らを「戦勝国」と呼ぶまでに、自由、

独立、自決を失った。真の勝者はアメリカだけであり、アメリカは最終的

に両戦争を決定づけ、ソ連とともにヨーロッパを分割した。 
 

しかし、ヨーロッパの中心からヨーロッパを再編成するために両大戦を

戦ったドイツは、最も大きな打撃を受けた。かつては最強の陸軍大国であ

り、ヨーロッパ大陸の中心であったドイツのこのヨーロッパ的課題は、誤

解されたままであった。近隣諸国は、台頭する競争相手を破壊することだ

けを望み、その過程で自国とヨーロッパ全体を致命的に弱体化させた！第

一次世界大戦では、もはや民族のエゴイズムの問題ではなく、ヨーロッ

パ、その世界を支配する大国、そして古くからの壮大な文化、自由、そし

て地域外からの大国によってますます脅かされていたすべてのヨーロッパ

民族の適切な発展の問題であったことを、どちらの側も理解していなかっ

た。 
 

しかし1918年、アメリカの介入によって運命の天秤がドイツに傾いたと
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き、この問題ははっきりと明らかになった：  
 

ドイツはまだ大きく弱体化していたが、大きな国家であり、強力なヨー

ロッパの植民地帝国はまだ一見無敵に存在していた。そして「戦勝国」フ

ランスとイギリスは、ドイツに辛勝したことで自分たちの力が新たなピー

クに達したと考えていた。 
 

しかし、警告のサインは紛れもないものだった：  

 

例外なく、西側諸国はアメリカに対して多額の債務を負い続け、アメリカ

からの莫大な援助なしにはドイツに対する勝利はあり得なかったと密かに

認識していた：  

 

彼らの意向によれば、今後世界経済を支配するのは、もはやヨーロッパの

大国ではなく、アメリカであるべきだという。  

 

また、はるか東方では、共産主義者による恐怖支配がソビエト連邦という

形で確立しており、ソビエト連邦も最終的にはヨーロッパの征服を目標と

していた。このような状況下で、戦勝国である西側諸国の支配者たちは、

ドイツとの和平を話し合うためにヴェルサイユに集まったとき、ヨーロッ

パ全人民の運命に対して重大な責任を負っていた。多くの思慮深いヨー

ロッパ人はこのことに気づいていたし、国民自身も平和と正義を切望して

いた。 
 

しかし、その代わりにヴェルサイユで可決された独裁は、ドイツから名誉

と植民地帝国を奪っただけでなく、最終的には自由主義国家としての存続

を不可能にした！ヴェルサイユ独裁は、ドイツが平和であることを認める

ことは決してできなかった。このことは誰もが知っていた： 
 

  欧米列強は、ドイツを永遠に弱体化させ続けなければならないと結論づ

けたが、ドイツの民族主義者たちは、この恥ずべき戦勝国の独裁を後々破

り捨てることができるよう、ドイツは力を取り戻さなければならないと要

求した。  

 

このヴェルサリエとの闘いでは、NSDAPがその綱領の構想通り主導権を
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握った。1938年の大ドイツ帝国の成立によって、独裁体制は克服され、ド

イツは再び自由になった。ヨーロッパは再び、公正な秩序を見出すチャン

スを得た。しかし、資本主義の戦争屋は再び、ドイツに対して絶滅戦争を

仕掛けた。ヨーロッパの支配者たちは、盲目的に、あるいは悪意を持っ

て、自国民の利益に奉仕していたのではなく、ヨーロッパとその勢力圏を

破壊し、その廃墟に黄金インターナショナルや赤のインターナショナルの

「一つの世界」を建設しようとする者たちに奉仕していたのだ！ 
 

今日、平和運動が核兵器による消滅の脅威と闘うなら、誰がヨーロッパを

服従させ、分割し、2つの世界大戦の助けを借りて現在の生命を脅かす状

況を作り出したのかを忘れてはならない：  

 

米国とその流れを汲むソビエト連邦。ウォール街には、ヨーロッパ諸国民

を二度の世界大戦に駆り立てた世界金融界の戦争屋が座っている！  
 

平和を確保できるのは、ヨーロッパの平和秩序とヨーロッパのモンロー・

ドクトリン（ヨーロッパ人のためのヨーロッパ）だけである。つまり、

ヨーロッパ人は、異質な植民地大国であるアメリカとソ連を撤退させ、自

分たちの運命を自分たちの手で切り開かなければならない。 
 

NSDAPは、ドイツ国民の中でこのために戦っている。しかし同時に、

ヨーロッパの平和秩序は、ヨーロッパ諸国の平等の基礎の上にしか考えら

れないことを指摘する：  

 

かつてベルサイユとサンジェルマンの独裁と戦ったように、今日、ドイツ

を分断するだけでなく、間接的にヨーロッパ全体を外国の暴力にさらした

ヤルタ協定とポツダム協定と戦っている！ 
 

正義とは、1918年以来、さらに1945年以来ドイツが苦しんできた不正義を

終わらせることである！  

 

われわれは、ドイツ国民国家とその国境に主たる関心を持っているのでは

ない。われわれが関心を持っているのは、わが民族の自由、統一、独立、

そして「戦勝国」に対する平等な権利である。この平等な権利には、ドイ
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ツ人が何世紀にもわたって暮らしてきた場所や、1945年以降に国際法に違

反して残酷に追放された場所に、再び定住できること、そしてドイツ民族

の一員として、その性質と伝統に従って自由に暮らせることも含まれる。  

 そうしてこそ、ドイツ民族の平等な権利が保障され、公正な平和秩序が

実現する。  

 

これがNSDAPの外交政策上の決定的な使命であり、平和政策の目標であ

る！ 
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